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４
社
連
合
が


河
川
堤
防
の
草
刈
り
作
業
に
使
う
﹁
大
型
自
律
走
行
型
草
刈
り
機
﹂
の

開
発
に
成
功
し
た

今
後

人
を
含
む
障
害
物
の
自
動
認
識
・
機
械
停

止
と
い

た
安
全
面
を
第
一
に

実
際
の
堤
防
で
各
種
機
能
の
検
証
に

入
る
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通
省
の
２
０
２
０
年
度

﹁
建
設
現
場
の
生
産
性
を
飛
躍
的
に

向
上
す
る
た
め
の
革
新
的
技
術
の
導

入
・
活
用
に
関
す
る
プ
ロ
ジ

ク
ト
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Ｍ
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採
択
さ

れ
て
い
る
試
み


年

月
の
選
定

以
降

ハ

ド
・
ソ
フ
ト
両
面
の
開

発
を
進
め

２
月
初
旬
に
初
号
機
を

完
成
さ
せ
た


　
既
存
の
大
型
草
刈
り
機
を
ベ

ス
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方
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傾
斜
の
あ
る
河
川
堤
防
で
は

Ｕ

タ

ン
は
平
面
個
所
で
行
う
な
ど
特

有
の
ル

ル
が
定
め
ら
れ
て
い
る


シ
ス
テ
ム
の
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
に
試
行

錯
誤
を
重
ね
な
が
ら

﹁
柔
軟
に
自

律
走
行
の
経
路
を
設
定
で
き
る
よ
う

に
し
た
﹂
︵
白
久
代
表
取
締
役
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３
月
上
旬
に
は

金
杉
建
設
が
受

注
し
て
い
る
﹁
Ｒ
２
三
郷
・
吉
川
河

川
維
持
工
事
﹂
の
現
場
で
試
行
を
始

め
る

対
象
と
な
る
堤
防
の
広
さ
は

約
１
万
２
０
０
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平
方


ま
ず
は

人
の
手
で
自
律
走
行
の
計
画
ル

ト

を
描
き



以
下
と
さ
れ
て
い
る

刈
り
高
の
精
度
を
含
め

正
常
に
動

作
す
る
か
を
検
証
す
る


　
堤
防
の
草
刈
り
は
通
常
の
建
設
工

事
と
は
異
な
り

作
業
エ
リ
ア
に
仮

囲
い
が
な
い

走
行
ル

ト
上
に
人

を
検
知
し
た
場
合

し

か
り
と
自

動
停
止
で
き
る
か
が
最
大
の
検
証
ポ

イ
ン
ト
と
な
る

堤
防
に
設
置
さ
れ

て
い
る
キ
ロ
杭︵
距
離
標
︶な
ど
は


あ
ら
か
じ
め
位
置
を
特
定
し
自
動
回

避
す
る
よ
う
設
定

草
刈
り
刃
は
手

前
に
巻
き
込
む
逆
転
式
と
し

飛
び

石
を
防
ぐ

機
械
前
面
に
は
セ
ン
シ
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グ
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搭
載
す
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律
走
行

の
基
礎
と
な
る
直
進
走
行
と
自
動
レ


ン
移
行

障
害
物
検
知
時
の
動
作

︵
停
止
・
回
避
︶
に
注
力
す
る
が


走
行
経
路
の
事
前
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

機
能
や
全
方
位
レ

ザ

に
よ
る
草

刈
り
後
の
地
形
計
測︵
出
来
形
管
理
︶

も
検
討
す
る

自
動
地
形
認
識
に
よ

る
自
動
作
業
を
最
終
目
標
に
掲
げ
て

い
る


　
そ
の
上
で

金
杉
建
設
工
事
部
の

藤
沼
修
次
長
は
﹁
自
動
化
は
手
段
で

あ
り

目
的
は
生
産
性
の
向
上

ま

ず
は
１
人
で
１
台
を
管
理
す
る
が


複
数
台
を
運
用
で
き
る
よ
う
に
な


て
初
め
て

生
産
性
は
飛
躍
的
に
上

が
る
﹂
と
ゴ

ル
を
見
据
え
る

複

数
台
の
自
律
走
行
と
動
向
管
理
は
既

に

技
術
的
に
実
現
可
能
だ
が

安

全
面
の
確
立
を
最
優
先
に
順
を
追


て
ス
テ

プ
ア

プ
し
て
い
く
方
針

だ


　
コ
ン
ソ

シ
ア
ム
の
代
表
幹
事
を

務
め
る
金
杉
建
設
の
吉
川
代
表
取
締

役
は
﹁
地
域
に
密
着
し
た
維
持
工
事

は
絶
対
に
な
く
な
ら
な
い
仕
事
で
あ

り

こ
こ
を
省
力
化
で
き
れ
ば

イ

ン
フ
ラ
の
維
持
管
理
と
い
う
分
野
の

今
後
に
と

て

非
常
に
有
益
に
な

る
と
思
う
﹂
と
今
回
の
挑
戦
の
意
図

を
説
明
す
る

維
持
工
事
を
担
う
作

業
員
の
高
齢
化
と
若
手
入
職
者
の
減

少
は
よ
り
深
刻
で

事
業
の
持
続
可

能
性
と
い
う
観
点
か
ら
も
自
動
化
・

デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
期
待
は
大
き
い


　
近
年

ト
ン
ネ
ル
や
ダ
ム

橋
梁

な
ど
の
比
較
的
大
規
模
な
新
設
工
事

で
は

先
端
技
術
の
活
用
が
加
速
度

的
に
進
ん
で
い
る

こ
れ
ら
は
現
場

条
件
に
合
わ
せ
た
単
品
生
産
で
あ
る

が

堤
防
草
刈
り
な
ど
の
維
持
工
事

は
全
国
各
地
に
類
似
の
現
場
が
無
数

に
あ
り

水
平
展
開
の
余
地
は
圧
倒

的
だ

近
い
将
来

地
域
維
持
の
風

景
が
様
変
わ
り
し
て
い
る
か
も
し
れ

な
い



